
         

職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
並
び
に
作
業
環
境
に
関
す
る
条
約
（
第
百
五
十

五
号
） 

    



職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
並
び
に
作
業
環
境
に
関
す
る
条
約
（
第
百
五
十
五
号
） 

 

国
際
労
働
機
関
の
総
会
は
、 

理
事
会
に
よ
り
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
招
集
さ
れ
て
、
千
九
百
八
十
一
年
六
月
三
日
に
そ
の
第
六
十
七
回
会
期
と
し
て
会
合
し
、 

前
記
の
会
期
の
議
事
日
程
の
第
六
議
題
で
あ
る
安
全
及
び
健
康
並
び
に
作
業
環
境
に
関
す
る
提
案
の
採
択
を
決
定
し
、 

こ
の
提
案
が
国
際
条
約
の
形
式
を
と
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
決
定
し
て
、 

次
の
条
約
（
引
用
に
際
し
て
は
、
千
九
百
八
十
一
年
の
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
条
約
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
）
を
千

九
百
八
十
一
年
六
月
二
十
二
日
に
採
択
す
る
。 

第
一
部 

 

適
用
範
囲
及
び
定
義 

第
一
条 

１
　
こ
の
条
約
は
、
全
て
の
経
済
活
動
部
門
に
つ
い
て
適
用
す
る
。 

２
　
こ
の
条
約
を
批
准
す
る
加
盟
国
は
、
関
係
の
あ
る
代
表
的
な
使
用
者
団
体
及
び
労
働
者
団
体
と
可
能
な
限
り
初
期
の
段
階

に
お
い
て
協
議
し
た
上
で
、
海
上
運
送
業
、
漁
業
そ
の
他
の
実
質
的
で
特
殊
な
問
題
が
生
ず
る
特
定
の
経
済
活
動
部
門
に
つ



一

職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
並
び
に
作
業
環
境
に
関
す
る
条
約
（
第
百
五
十
五
号
） 

 

国
際
労
働
機
関
の
総
会
は
、 

理
事
会
に
よ
り
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
招
集
さ
れ
て
、
千
九
百
八
十
一
年
六
月
三
日
に
そ
の
第
六
十
七
回
会
期
と
し
て
会
合
し
、 

前
記
の
会
期
の
議
事
日
程
の
第
六
議
題
で
あ
る
安
全
及
び
健
康
並
び
に
作
業
環
境
に
関
す
る
提
案
の
採
択
を
決
定
し
、 

こ
の
提
案
が
国
際
条
約
の
形
式
を
と
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
決
定
し
て
、 

次
の
条
約
（
引
用
に
際
し
て
は
、
千
九
百
八
十
一
年
の
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
条
約
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
）
を
千

九
百
八
十
一
年
六
月
二
十
二
日
に
採
択
す
る
。 

第
一
部 

 

適
用
範
囲
及
び
定
義 

第
一
条 

１
　
こ
の
条
約
は
、
全
て
の
経
済
活
動
部
門
に
つ
い
て
適
用
す
る
。 

２
　
こ
の
条
約
を
批
准
す
る
加
盟
国
は
、
関
係
の
あ
る
代
表
的
な
使
用
者
団
体
及
び
労
働
者
団
体
と
可
能
な
限
り
初
期
の
段
階

に
お
い
て
協
議
し
た
上
で
、
海
上
運
送
業
、
漁
業
そ
の
他
の
実
質
的
で
特
殊
な
問
題
が
生
ず
る
特
定
の
経
済
活
動
部
門
に
つ



二

い
て
こ
の
条
約
の
一
部
又
は
全
部
の
適
用
を
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３
　
こ
の
条
約
を
批
准
す
る
加
盟
国
は
、
国
際
労
働
機
関
憲
章
第
二
十
二
条
の
規
定
に
従
っ
て
提
出
す
る
こ
の
条
約
の
適
用
に

関
す
る
第
一
回
の
報
告
に
お
い
て
、
２
の
規
定
に
基
づ
い
て
こ
の
条
約
の
適
用
を
除
外
す
る
こ
と
と
し
た
部
門
を
、
当
該
除

外
の
理
由
を
付
す
と
と
も
に
、
除
外
さ
れ
た
部
門
の
労
働
者
に
十
分
な
保
護
を
与
え
る
た
め
に
と
ら
れ
る
措
置
に
つ
い
て
の

説
明
を
付
し
て
記
載
し
、
ま
た
、
そ
の
後
の
報
告
に
お
い
て
一
層
広
範
な
適
用
の
た
め
の
進
展
を
明
示
す
る
。 

第
二
条 

１
　
こ
の
条
約
は
、
対
象
と
な
る
経
済
活
動
部
門
の
全
て
の
労
働
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。 

２
　
こ
の
条
約
を
批
准
す
る
加
盟
国
は
、
関
係
の
あ
る
代
表
的
な
使
用
者
団
体
及
び
労
働
者
団
体
と
可
能
な
限
り
初
期
の
段
階

に
お
い
て
協
議
し
た
上
で
、
特
別
の
困
難
が
存
在
す
る
限
ら
れ
た
種
類
の
労
働
者
に
つ
い
て
こ
の
条
約
の
一
部
又
は
全
部
の

適
用
を
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３
　
こ
の
条
約
を
批
准
す
る
加
盟
国
は
、
国
際
労
働
機
関
憲
章
第
二
十
二
条
の
規
定
に
従
っ
て
提
出
す
る
こ
の
条
約
の
適
用
に

関
す
る
第
一
回
の
報
告
に
お
い
て
、
２
の
規
定
に
基
づ
い
て
こ
の
条
約
の
適
用
を
除
外
す
る
こ
と
と
し
た
限
ら
れ
た
種
類
の

労
働
者
を
当
該
除
外
の
理
由
を
付
し
て
記
載
し
、
ま
た
、
そ
の
後
の
報
告
に
お
い
て
一
層
広
範
な
適
用
の
た
め
の
進
展
を
明

示
す
る
。 第

三
条 

こ
の
条
約
の
適
用
上
、 

　
「
経
済
活
動
部
門
」
と
は
、
労
働
者
が
雇
用
さ
れ
て
い
る
全
て
の
部
門
（
公
務
を
含
む
。
）
を
い
う
。 

(a)
　
「
労
働
者
」
と
は
、
全
て
の
被
用
者
（
公
的
機
関
の
被
用
者
を
含
む
。
）
を
い
う
。 

(b)
　
「
職
場
」
と
は
、
労
働
者
が
作
業
を
理
由
と
し
て
所
在
し
、
又
は
行
く
必
要
が
あ
る
場
所
で
あ
っ
て
、
使
用
者
の
直
接

(c)
的
又
は
間
接
的
な
管
理
の
下
に
あ
る
全
て
の
も
の
を
い
う
。 

　
「
規
則
」
と
は
、
権
限
の
あ
る
機
関
に
よ
り
法
的
効
力
を
与
え
ら
れ
た
全
て
の
規
定
を
い
う
。 

(d)
　
「
健
康
」
と
は
、
作
業
に
関
連
し
、
単
に
疾
病
又
は
病
弱
が
存
在
し
な
い
こ
と
で
は
な
く
、
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す
身

(e)
体
的
又
は
精
神
的
な
要
素
で
あ
っ
て
作
業
中
の
安
全
及
び
衛
生
に
直
接
関
連
す
る
も
の
も
含
む
。 

第
二
部
　
国
内
政
策
の
原
則 

第
四
条 

１
　
加
盟
国
は
、
国
内
事
情
及
び
国
内
慣
行
に
照
ら
し
、
か
つ
、
最
も
代
表
的
な
使
用
者
団
体
及
び
労
働
者
団
体
と
協
議
し
た



三

示
す
る
。 第

三
条 

こ
の
条
約
の
適
用
上
、 

　
「
経
済
活
動
部
門
」
と
は
、
労
働
者
が
雇
用
さ
れ
て
い
る
全
て
の
部
門
（
公
務
を
含
む
。
）
を
い
う
。 

(a)
　
「
労
働
者
」
と
は
、
全
て
の
被
用
者
（
公
的
機
関
の
被
用
者
を
含
む
。
）
を
い
う
。 

(b)
　
「
職
場
」
と
は
、
労
働
者
が
作
業
を
理
由
と
し
て
所
在
し
、
又
は
行
く
必
要
が
あ
る
場
所
で
あ
っ
て
、
使
用
者
の
直
接

(c)
的
又
は
間
接
的
な
管
理
の
下
に
あ
る
全
て
の
も
の
を
い
う
。 

　
「
規
則
」
と
は
、
権
限
の
あ
る
機
関
に
よ
り
法
的
効
力
を
与
え
ら
れ
た
全
て
の
規
定
を
い
う
。 

(d)
　
「
健
康
」
と
は
、
作
業
に
関
連
し
、
単
に
疾
病
又
は
病
弱
が
存
在
し
な
い
こ
と
で
は
な
く
、
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す
身

(e)
体
的
又
は
精
神
的
な
要
素
で
あ
っ
て
作
業
中
の
安
全
及
び
衛
生
に
直
接
関
連
す
る
も
の
も
含
む
。 

第
二
部
　
国
内
政
策
の
原
則 

第
四
条 

１
　
加
盟
国
は
、
国
内
事
情
及
び
国
内
慣
行
に
照
ら
し
、
か
つ
、
最
も
代
表
的
な
使
用
者
団
体
及
び
労
働
者
団
体
と
協
議
し
た



四

上
で
、
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
並
び
に
作
業
環
境
に
関
す
る
一
貫
し
た
国
内
政
策
を
定
め
、
実
施
し
、
及
び
定
期
的
に
検

討
す
る
。 

２
　
１
の
政
策
は
、
作
業
環
境
に
お
い
て
そ
の
存
在
が
不
可
避
な
危
険
の
原
因
を
合
理
的
に
実
行
可
能
な
限
り
最
小
限
に
す
る

こ
と
に
よ
り
、
作
業
に
起
因
し
、
若
し
く
は
関
連
し
、
又
は
作
業
中
に
生
ず
る
事
故
及
び
健
康
に
対
す
る
危
害
を
防
止
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

第
五
条 

前
条
に
規
定
す
る
政
策
は
、
措
置
に
関
す
る
主
要
な
分
野
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
並
び
に
作
業
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
に
限
る
。 

　
作
業
の
物
的
要
素
（
職
場
、
作
業
環
境
、
器
具
、
機
械
及
び
設
備
、
化
学
的
、
物
理
的
及
び
生
物
学
的
な
物
質
及
び
因

(a)
子
並
び
に
作
業
工
程
）
の
設
計
、
試
験
、
選
択
、
代
替
、
取
付
け
、
配
置
、
使
用
及
び
保
守 

　
作
業
の
物
的
要
素
と
、
作
業
を
遂
行
し
、
又
は
管
理
す
る
者
と
の
関
係
並
び
に
労
働
者
の
身
体
的
及
び
精
神
的
な
能
力

(b)
へ
の
機
械
、
設
備
、
作
業
時
間
、
作
業
の
構
成
及
び
作
業
工
程
の
適
合 

　
十
分
な
水
準
の
安
全
及
び
健
康
の
達
成
に
何
ら
か
の
立
場
で
関
与
す
る
者
に
対
す
る
、
訓
練
（
必
要
な
追
加
の
訓
練
を

(c)
含
む
。
）
、
資
格
付
与
及
び
動
機
付
け 

　
作
業
集
団
及
び
企
業
並
び
に
そ
の
他
全
て
の
適
当
な
段
階
（
国
の
段
階
を
含
む
。
）
に
お
け
る
連
絡
及
び
協
力 

(d)
　
前
条
に
規
定
す
る
政
策
に
従
っ
て
労
働
者
及
び
そ
の
代
表
が
適
正
に
と
っ
た
行
為
の
結
果
と
し
て
の
懲
戒
処
分
か
ら

(e)
の
、
当
該
労
働
者
及
び
そ
の
代
表
の
保
護 

第
六
条 

第
四
条
に
規
定
す
る
政
策
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
公
的
機
関
、
使
用
者
、
労
働
者
そ
の
他
の
者
の
責
任
の
補
完
的
な
性

格
並
び
に
国
内
事
情
及
び
国
内
慣
行
を
考
慮
し
て
、
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
並
び
に
作
業
環
境
に
関
す
る
こ
れ
ら
の
者
の
そ

れ
ぞ
れ
の
職
務
及
び
責
任
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
七
条 

職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
並
び
に
作
業
環
境
に
関
す
る
状
況
は
、
主
要
な
問
題
を
特
定
す
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
処

す
る
た
め
の
効
果
的
な
方
法
及
び
措
置
の
優
先
順
位
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
、
並
び
に
結
果
を
評
価
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

全
般
的
な
又
は
特
定
の
分
野
に
関
し
、
適
当
な
間
隔
で
検
討
さ
れ
る
。 

第
三
部
　
国
の
段
階
に
お
け
る
措
置 



五

含
む
。
）
、
資
格
付
与
及
び
動
機
付
け 

　
作
業
集
団
及
び
企
業
並
び
に
そ
の
他
全
て
の
適
当
な
段
階
（
国
の
段
階
を
含
む
。
）
に
お
け
る
連
絡
及
び
協
力 

(d)
　
前
条
に
規
定
す
る
政
策
に
従
っ
て
労
働
者
及
び
そ
の
代
表
が
適
正
に
と
っ
た
行
為
の
結
果
と
し
て
の
懲
戒
処
分
か
ら

(e)
の
、
当
該
労
働
者
及
び
そ
の
代
表
の
保
護 

第
六
条 

第
四
条
に
規
定
す
る
政
策
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
公
的
機
関
、
使
用
者
、
労
働
者
そ
の
他
の
者
の
責
任
の
補
完
的
な
性

格
並
び
に
国
内
事
情
及
び
国
内
慣
行
を
考
慮
し
て
、
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
並
び
に
作
業
環
境
に
関
す
る
こ
れ
ら
の
者
の
そ

れ
ぞ
れ
の
職
務
及
び
責
任
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
七
条 

職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
並
び
に
作
業
環
境
に
関
す
る
状
況
は
、
主
要
な
問
題
を
特
定
す
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
処

す
る
た
め
の
効
果
的
な
方
法
及
び
措
置
の
優
先
順
位
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
、
並
び
に
結
果
を
評
価
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

全
般
的
な
又
は
特
定
の
分
野
に
関
し
、
適
当
な
間
隔
で
検
討
さ
れ
る
。 

第
三
部
　
国
の
段
階
に
お
け
る
措
置 



六

第
八
条 

加
盟
国
は
、
法
律
若
し
く
は
規
則
又
は
国
内
事
情
及
び
国
内
慣
行
に
適
合
す
る
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
関
係
の
あ
る
代
表

的
な
使
用
者
団
体
及
び
労
働
者
団
体
と
協
議
し
た
上
で
、
第
四
条
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
手
段
を
と
る
。 

第
九
条 

１
　
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
並
び
に
作
業
環
境
に
関
す
る
法
律
及
び
規
則
の
執
行
は
、
十
分
か
つ
適
当
な
監
督
制
度
に
よ
り

確
保
す
る
。 

２
　
執
行
の
制
度
は
、
法
律
及
び
規
則
の
違
反
に
対
す
る
適
切
な
制
裁
を
定
め
る
。 

第
十
条 

加
盟
国
は
、
使
用
者
及
び
労
働
者
が
法
的
義
務
に
従
う
こ
と
を
援
助
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
者
を
指
導
す
る
た
め
の
措
置
を

と
る
。 

第
十
一
条 

権
限
の
あ
る
機
関
は
、
第
四
条
に
規
定
す
る
政
策
を
実
施
す
る
た
め
、
次
の
業
務
が
漸
進
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す

る
。 

　
事
業
に
係
る
設
計
、
構
造
及
び
配
置
に
関
す
る
条
件
、
事
業
の
開
始
に
関
す
る
条
件
、
事
業
に
影
響
を
及
ぼ
す
主
要
な

(a)
変
更
及
び
事
業
目
的
の
変
更
に
関
す
る
条
件
、
作
業
に
使
用
さ
れ
る
技
術
的
設
備
の
安
全
に
関
す
る
条
件
並
び
に
権
限
の

あ
る
機
関
が
定
め
る
手
続
の
適
用
に
関
す
る
条
件
の
決
定
（
危
険
の
性
質
及
び
程
度
に
よ
り
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
限

る
。
）
　
　
　 

　
作
業
工
程
の
決
定
並
び
に
権
限
の
あ
る
機
関
に
よ
り
曝
露
が
禁
止
さ
れ
、
若
し
く
は
制
限
さ
れ
、
又
は
許
可
若
し
く
は

ば
く

(b)
管
理
の
対
象
と
さ
れ
る
物
質
及
び
因
子
の
決
定
（
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
時
に
二
以
上
の
物
質
又
は
因
子
に
曝
露
す
る

ば
く

こ
と
に
起
因
す
る
健
康
へ
の
危
険
を
考
慮
す
る
。
） 

　
使
用
者
又
は
適
当
な
場
合
に
は
保
険
機
関
若
し
く
は
そ
の
他
の
直
接
関
係
す
る
機
関
に
よ
る
職
業
上
の
事
故
及
び
疾
病

(c)
の
届
出
手
続
の
制
定
及
び
適
用
並
び
に
職
業
上
の
事
故
及
び
疾
病
に
関
す
る
年
次
統
計
の
作
成 

　
作
業
中
に
又
は
作
業
に
関
連
し
て
生
ず
る
職
業
上
の
事
故
、
疾
病
そ
の
他
の
健
康
に
対
す
る
危
害
で
あ
っ
て
重
大
な
事

(d)
態
を
も
た
ら
す
と
認
め
ら
れ
る
も
の
の
調
査
の
実
施 

　
第
四
条
に
規
定
す
る
政
策
に
従
っ
て
と
ら
れ
る
措
置
及
び
作
業
中
に
又
は
作
業
に
関
連
し
て
生
ず
る
職
業
上
の
事
故
、

(e)
疾
病
そ
の
他
の
健
康
に
対
す
る
危
害
に
関
す
る
情
報
の
毎
年
の
公
表 



七

　
事
業
に
係
る
設
計
、
構
造
及
び
配
置
に
関
す
る
条
件
、
事
業
の
開
始
に
関
す
る
条
件
、
事
業
に
影
響
を
及
ぼ
す
主
要
な

(a)
変
更
及
び
事
業
目
的
の
変
更
に
関
す
る
条
件
、
作
業
に
使
用
さ
れ
る
技
術
的
設
備
の
安
全
に
関
す
る
条
件
並
び
に
権
限
の

あ
る
機
関
が
定
め
る
手
続
の
適
用
に
関
す
る
条
件
の
決
定
（
危
険
の
性
質
及
び
程
度
に
よ
り
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
限

る
。
）
　
　
　 

　
作
業
工
程
の
決
定
並
び
に
権
限
の
あ
る
機
関
に
よ
り
曝
露
が
禁
止
さ
れ
、
若
し
く
は
制
限
さ
れ
、
又
は
許
可
若
し
く
は

ば
く

(b)
管
理
の
対
象
と
さ
れ
る
物
質
及
び
因
子
の
決
定
（
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
時
に
二
以
上
の
物
質
又
は
因
子
に
曝
露
す
る

ば
く

こ
と
に
起
因
す
る
健
康
へ
の
危
険
を
考
慮
す
る
。
） 

　
使
用
者
又
は
適
当
な
場
合
に
は
保
険
機
関
若
し
く
は
そ
の
他
の
直
接
関
係
す
る
機
関
に
よ
る
職
業
上
の
事
故
及
び
疾
病

(c)
の
届
出
手
続
の
制
定
及
び
適
用
並
び
に
職
業
上
の
事
故
及
び
疾
病
に
関
す
る
年
次
統
計
の
作
成 

　
作
業
中
に
又
は
作
業
に
関
連
し
て
生
ず
る
職
業
上
の
事
故
、
疾
病
そ
の
他
の
健
康
に
対
す
る
危
害
で
あ
っ
て
重
大
な
事

(d)
態
を
も
た
ら
す
と
認
め
ら
れ
る
も
の
の
調
査
の
実
施 

　
第
四
条
に
規
定
す
る
政
策
に
従
っ
て
と
ら
れ
る
措
置
及
び
作
業
中
に
又
は
作
業
に
関
連
し
て
生
ず
る
職
業
上
の
事
故
、

(e)
疾
病
そ
の
他
の
健
康
に
対
す
る
危
害
に
関
す
る
情
報
の
毎
年
の
公
表 



八

　
国
内
事
情
及
び
国
内
の
可
能
性
を
考
慮
し
た
上
で
の
、
労
働
者
の
健
康
へ
の
危
険
に
関
す
る
化
学
的
、
物
理
的
及
び
生

(f)
物
学
的
な
因
子
の
調
査
を
行
う
制
度
の
導
入
又
は
拡
大 

第
十
二
条 

加
盟
国
は
、
職
業
上
の
用
に
供
さ
れ
る
機
械
、
設
備
又
は
物
質
を
設
計
し
、
製
造
し
、
輸
入
し
、
提
供
し
、
又
は
輸
送
す
る

者
が
次
の
こ
と
を
行
う
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
国
内
法
及
び
国
内
慣
行
に
従
っ
て
措
置
を
と
る
。 

　
合
理
的
に
実
行
可
能
な
限
り
、
機
械
、
設
備
又
は
物
質
が
、
こ
れ
を
正
し
く
使
用
す
る
者
の
安
全
及
び
健
康
に
危
険
を

(a)
引
き
起
こ
さ
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
。 

　
機
械
及
び
設
備
の
正
し
い
取
付
け
及
び
使
用
並
び
に
物
質
の
正
し
い
使
用
に
関
す
る
情
報
、
機
械
及
び
設
備
の
危
険
並

(b)
び
に
化
学
物
質
並
び
に
物
理
的
及
び
生
物
学
的
な
因
子
又
は
製
品
の
危
険
な
特
性
に
関
す
る
情
報
並
び
に
既
知
の
危
険
を

回
避
す
る
方
法
に
関
す
る
指
針
を
利
用
可
能
な
も
の
と
す
る
こ
と
。 

　
研
究
及
び
調
査
を
行
う
こ
と
又
は

及
び

の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
科
学
的
及
び
技
術
的
な
知
識
に
常
に

(c)

(a)

(b)

精
通
し
て
い
る
こ
と
。 

第
十
三
条 

自
己
の
生
命
又
は
健
康
に
対
す
る
急
迫
し
た
重
大
な
危
険
が
存
在
す
る
と
信
ず
る
合
理
的
な
理
由
の
あ
る
作
業
状
態
か
ら
自

ら
退
避
し
た
労
働
者
は
、
国
内
事
情
及
び
国
内
慣
行
に
従
い
、
不
当
な
結
果
か
ら
保
護
さ
れ
る
。 

第
十
四
条 

加
盟
国
は
、
国
内
事
情
及
び
国
内
慣
行
に
適
す
る
方
法
で
、
か
つ
、
全
て
の
労
働
者
の
訓
練
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
方

法
に
よ
り
、
全
て
の
段
階
の
教
育
及
び
訓
練
（
高
等
技
術
教
育
、
高
等
医
学
教
育
及
び
高
等
専
門
教
育
を
含
む
。
）
に
お
い

て
、
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
並
び
に
作
業
環
境
に
関
す
る
内
容
を
含
め
る
こ
と
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
を
と
る
。 

第
十
五
条 

１
　
加
盟
国
は
、
第
四
条
に
規
定
す
る
政
策
及
び
そ
の
政
策
の
適
用
の
た
め
の
措
置
の
整
合
性
を
確
保
す
る
た
め
、
最
も
代
表

的
な
使
用
者
団
体
及
び
労
働
者
団
体
並
び
に
適
当
な
場
合
に
は
そ
の
他
の
団
体
と
可
能
な
限
り
初
期
の
段
階
に
お
い
て
協
議

し
た
上
で
、
第
二
部
及
び
こ
の
部
の
規
定
の
実
施
を
要
請
さ
れ
る
様
々
な
当
局
と
団
体
と
の
間
に
お
け
る
必
要
な
調
整
を
確

保
す
る
た
め
に
、
国
内
事
情
及
び
国
内
慣
行
に
適
す
る
措
置
を
と
る
。 

２
　
１
に
規
定
す
る
措
置
に
は
、
状
況
が
必
要
と
し
、
か
つ
、
国
内
事
情
及
び
国
内
慣
行
が
許
す
場
合
に
は
、
中
央
機
関
の
設

置
を
含
む
。 



九

自
己
の
生
命
又
は
健
康
に
対
す
る
急
迫
し
た
重
大
な
危
険
が
存
在
す
る
と
信
ず
る
合
理
的
な
理
由
の
あ
る
作
業
状
態
か
ら
自

ら
退
避
し
た
労
働
者
は
、
国
内
事
情
及
び
国
内
慣
行
に
従
い
、
不
当
な
結
果
か
ら
保
護
さ
れ
る
。 

第
十
四
条 

加
盟
国
は
、
国
内
事
情
及
び
国
内
慣
行
に
適
す
る
方
法
で
、
か
つ
、
全
て
の
労
働
者
の
訓
練
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
方

法
に
よ
り
、
全
て
の
段
階
の
教
育
及
び
訓
練
（
高
等
技
術
教
育
、
高
等
医
学
教
育
及
び
高
等
専
門
教
育
を
含
む
。
）
に
お
い

て
、
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
並
び
に
作
業
環
境
に
関
す
る
内
容
を
含
め
る
こ
と
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
を
と
る
。 

第
十
五
条 

１
　
加
盟
国
は
、
第
四
条
に
規
定
す
る
政
策
及
び
そ
の
政
策
の
適
用
の
た
め
の
措
置
の
整
合
性
を
確
保
す
る
た
め
、
最
も
代
表

的
な
使
用
者
団
体
及
び
労
働
者
団
体
並
び
に
適
当
な
場
合
に
は
そ
の
他
の
団
体
と
可
能
な
限
り
初
期
の
段
階
に
お
い
て
協
議

し
た
上
で
、
第
二
部
及
び
こ
の
部
の
規
定
の
実
施
を
要
請
さ
れ
る
様
々
な
当
局
と
団
体
と
の
間
に
お
け
る
必
要
な
調
整
を
確

保
す
る
た
め
に
、
国
内
事
情
及
び
国
内
慣
行
に
適
す
る
措
置
を
と
る
。 

２
　
１
に
規
定
す
る
措
置
に
は
、
状
況
が
必
要
と
し
、
か
つ
、
国
内
事
情
及
び
国
内
慣
行
が
許
す
場
合
に
は
、
中
央
機
関
の
設

置
を
含
む
。 



一
〇

第
四
部
　
企
業
の
段
階
に
お
け
る
措
置 

第
十
六
条 

１
　
使
用
者
は
、
合
理
的
に
実
行
可
能
な
限
り
、
そ
の
管
理
の
下
に
あ
る
職
場
、
機
械
、
設
備
及
び
工
程
が
、
安
全
か
つ
健
康

に
対
す
る
危
険
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
。 

２
　
使
用
者
は
、
合
理
的
に
実
行
可
能
な
限
り
、
適
切
な
保
護
の
措
置
が
と
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
管
理
の
下
に
あ
る
化
学

的
、
物
理
的
及
び
生
物
学
的
な
物
質
及
び
因
子
が
、
健
康
に
対
す
る
危
険
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
を
要

求
さ
れ
る
。 

３
　
使
用
者
は
、
必
要
な
場
合
に
は
、
事
故
の
危
険
又
は
健
康
に
対
し
て
悪
影
響
を
及
ぼ
す
危
険
を
合
理
的
に
実
行
可
能
な
限

り
防
ぐ
た
め
、
適
切
な
保
護
衣
及
び
保
護
具
を
提
供
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
。 

第
十
七
条 

二
以
上
の
企
業
が
同
一
の
職
場
に
お
い
て
同
時
に
業
務
に
従
事
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
企
業
は
、
こ
の
条
約
の
適
用
に

当
た
り
協
力
す
る
。 

第
十
八
条 

使
用
者
は
、
必
要
な
場
合
に
は
、
非
常
事
態
及
び
事
故
に
対
処
す
る
た
め
の
措
置
（
適
切
な
応
急
措
置
を
含
む
。
）
を
と
る

こ
と
を
要
求
さ
れ
る
。 

第
十
九
条 

企
業
の
段
階
に
お
い
て
、
次
の
事
項
に
係
る
措
置
が
と
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
使
用
者
が
自
ら
に
課
さ
れ
た
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
労
働
者
は
、
作
業
中
に
お
い
て
協
力
す
る
こ
と
。 

(a)
　
事
業
場
に
お
け
る
労
働
者
代
表
は
、
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
の
分
野
に
お
い
て
使
用
者
と
協
力
す
る
こ
と
。 

(b)
　
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
を
確
保
す
る
た
め
に
使
用
者
が
と
る
措
置
に
関
す
る
十
分
な
情
報
が
、
事
業
場
に
お
け
る
労

(c)
働
者
代
表
に
対
し
て
提
供
さ
れ
る
こ
と
、
並
び
に
事
業
場
に
お
け
る
労
働
者
代
表
が
、
商
業
上
の
秘
密
を
漏
ら
さ
な
い
こ

と
を
条
件
と
し
て
、
当
該
労
働
者
代
表
を
代
表
す
る
団
体
と
当
該
情
報
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 

　
労
働
者
及
び
事
業
場
に
お
け
る
労
働
者
代
表
は
、
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
に
つ
い
て
適
当
な
訓
練
を
受
け
る
こ
と
。 

(d)
　
労
働
者
の
作
業
に
関
連
す
る
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
つ
い
て
、
労
働
者
又
は
労
働
者
代
表
及

(e)
び
、
場
合
に
応
じ
、
事
業
場
に
お
け
る
当
該
労
働
者
又
は
労
働
者
代
表
を
代
表
す
る
団
体
が
、
国
内
法
及
び
国
内
慣
行
に

従
っ
て
、
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
及
び
使
用
者
か
ら
協
議
を
受
け
る
こ
と
。
こ
の
目
的
の
た
め
、
相
互
の
合
意
に



一
一

使
用
者
は
、
必
要
な
場
合
に
は
、
非
常
事
態
及
び
事
故
に
対
処
す
る
た
め
の
措
置
（
適
切
な
応
急
措
置
を
含
む
。
）
を
と
る

こ
と
を
要
求
さ
れ
る
。 

第
十
九
条 

企
業
の
段
階
に
お
い
て
、
次
の
事
項
に
係
る
措
置
が
と
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
使
用
者
が
自
ら
に
課
さ
れ
た
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
労
働
者
は
、
作
業
中
に
お
い
て
協
力
す
る
こ
と
。 

(a)
　
事
業
場
に
お
け
る
労
働
者
代
表
は
、
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
の
分
野
に
お
い
て
使
用
者
と
協
力
す
る
こ
と
。 

(b)
　
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
を
確
保
す
る
た
め
に
使
用
者
が
と
る
措
置
に
関
す
る
十
分
な
情
報
が
、
事
業
場
に
お
け
る
労

(c)
働
者
代
表
に
対
し
て
提
供
さ
れ
る
こ
と
、
並
び
に
事
業
場
に
お
け
る
労
働
者
代
表
が
、
商
業
上
の
秘
密
を
漏
ら
さ
な
い
こ

と
を
条
件
と
し
て
、
当
該
労
働
者
代
表
を
代
表
す
る
団
体
と
当
該
情
報
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 

　
労
働
者
及
び
事
業
場
に
お
け
る
労
働
者
代
表
は
、
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
に
つ
い
て
適
当
な
訓
練
を
受
け
る
こ
と
。 

(d)
　
労
働
者
の
作
業
に
関
連
す
る
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
つ
い
て
、
労
働
者
又
は
労
働
者
代
表
及

(e)
び
、
場
合
に
応
じ
、
事
業
場
に
お
け
る
当
該
労
働
者
又
は
労
働
者
代
表
を
代
表
す
る
団
体
が
、
国
内
法
及
び
国
内
慣
行
に

従
っ
て
、
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
及
び
使
用
者
か
ら
協
議
を
受
け
る
こ
と
。
こ
の
目
的
の
た
め
、
相
互
の
合
意
に



一
二

よ
り
企
業
の
外
部
か
ら
技
術
顧
問
を
招
く
こ
と
が
で
き
る
。 

　
労
働
者
は
、
自
己
の
生
命
又
は
健
康
に
対
す
る
急
迫
し
た
重
大
な
危
険
が
存
在
す
る
と
信
ず
る
合
理
的
な
理
由
の
あ
る

(f)
状
態
を
直
ち
に
直
接
の
管
理
者
に
報
告
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
使
用
者
は
、
必
要
が
あ
る
場
合
に
是
正
措
置

を
と
る
ま
で
は
、
労
働
者
に
対
し
、
生
命
又
は
健
康
に
対
す
る
急
迫
し
た
重
大
な
危
険
が
引
き
続
き
存
在
す
る
作
業
状
態

に
戻
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

第
二
十
条 

経
営
者
と
労
働
者
又
は
労
働
者
代
表
と
の
間
の
企
業
内
に
お
け
る
協
力
は
、
第
十
六
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
従
っ
て
と

ら
れ
る
組
織
的
措
置
及
び
そ
の
他
の
措
置
の
基
本
的
要
素
を
成
す
。 

第
二
十
一
条 

職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
に
係
る
措
置
は
、
労
働
者
に
経
費
を
負
担
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

第
五
部
　
最
終
規
定 

第
二
十
二
条 

こ
の
条
約
は
、
い
か
な
る
国
際
労
働
条
約
及
び
国
際
労
働
勧
告
も
改
正
す
る
も
の
で
は
な
い
。 

第
二
十
三
条 

こ
の
条
約
の
正
式
な
批
准
は
、
登
録
の
た
め
国
際
労
働
事
務
局
長
に
通
知
す
る
。 

第
二
十
四
条 

１
　
こ
の
条
約
は
、
国
際
労
働
機
関
の
加
盟
国
で
あ
っ
て
そ
の
批
准
が
国
際
労
働
事
務
局
長
に
登
録
さ
れ
た
も
の
の
み
を
拘
束

す
る
。 

２
　
こ
の
条
約
は
、
二
の
加
盟
国
に
よ
る
批
准
が
国
際
労
働
事
務
局
長
に
登
録
さ
れ
た
日
の
後
十
二
箇
月
で
効
力
を
生
ず
る
。 

３
　
こ
の
条
約
は
、
こ
の
条
約
が
効
力
を
生
じ
た
後
は
、
い
ず
れ
の
加
盟
国
に
つ
い
て
も
、
自
国
に
よ
る
批
准
が
登
録
さ
れ
た

日
の
後
十
二
箇
月
で
効
力
を
生
ず
る
。 

第
二
十
五
条 

１
　
こ
の
条
約
を
批
准
し
た
加
盟
国
は
、
こ
の
条
約
が
最
初
に
効
力
を
生
じ
た
日
か
ら
十
年
を
経
過
し
た
後
は
、
登
録
の
た
め

国
際
労
働
事
務
局
長
に
通
知
す
る
文
書
に
よ
っ
て
こ
の
条
約
を
廃
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
廃
棄
は
、
廃
棄
が
登
録
さ
れ
た

日
の
後
一
年
間
は
効
力
を
生
じ
な
い
。 

２
　
こ
の
条
約
を
批
准
し
た
加
盟
国
で
あ
っ
て
１
に
規
定
す
る
十
年
の
期
間
が
満
了
し
た
後
一
年
以
内
に
こ
の
条
に
定
め
る
廃



一
三

第
二
十
三
条 

こ
の
条
約
の
正
式
な
批
准
は
、
登
録
の
た
め
国
際
労
働
事
務
局
長
に
通
知
す
る
。 

第
二
十
四
条 

１
　
こ
の
条
約
は
、
国
際
労
働
機
関
の
加
盟
国
で
あ
っ
て
そ
の
批
准
が
国
際
労
働
事
務
局
長
に
登
録
さ
れ
た
も
の
の
み
を
拘
束

す
る
。 

２
　
こ
の
条
約
は
、
二
の
加
盟
国
に
よ
る
批
准
が
国
際
労
働
事
務
局
長
に
登
録
さ
れ
た
日
の
後
十
二
箇
月
で
効
力
を
生
ず
る
。 

３
　
こ
の
条
約
は
、
こ
の
条
約
が
効
力
を
生
じ
た
後
は
、
い
ず
れ
の
加
盟
国
に
つ
い
て
も
、
自
国
に
よ
る
批
准
が
登
録
さ
れ
た

日
の
後
十
二
箇
月
で
効
力
を
生
ず
る
。 

第
二
十
五
条 

１
　
こ
の
条
約
を
批
准
し
た
加
盟
国
は
、
こ
の
条
約
が
最
初
に
効
力
を
生
じ
た
日
か
ら
十
年
を
経
過
し
た
後
は
、
登
録
の
た
め

国
際
労
働
事
務
局
長
に
通
知
す
る
文
書
に
よ
っ
て
こ
の
条
約
を
廃
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
廃
棄
は
、
廃
棄
が
登
録
さ
れ
た

日
の
後
一
年
間
は
効
力
を
生
じ
な
い
。 

２
　
こ
の
条
約
を
批
准
し
た
加
盟
国
で
あ
っ
て
１
に
規
定
す
る
十
年
の
期
間
が
満
了
し
た
後
一
年
以
内
に
こ
の
条
に
定
め
る
廃



一
四

棄
の
権
利
を
行
使
し
な
い
も
の
は
、
更
に
十
年
間
拘
束
を
受
け
る
も
の
と
し
、
そ
の
後
は
、
十
年
の
期
間
が
満
了
す
る
ご
と

に
、
こ
の
条
に
定
め
る
条
件
に
従
っ
て
こ
の
条
約
を
廃
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
二
十
六
条 

１
　
国
際
労
働
事
務
局
長
は
、
加
盟
国
か
ら
通
知
を
受
け
た
全
て
の
批
准
及
び
廃
棄
の
登
録
に
つ
い
て
全
て
の
加
盟
国
に
通
報

す
る
。 

２
　
国
際
労
働
事
務
局
長
は
、
通
知
を
受
け
た
二
番
目
の
批
准
の
登
録
に
つ
い
て
加
盟
国
に
通
報
す
る
際
に
、
こ
の
条
約
が
効

力
を
生
ず
る
日
に
つ
き
加
盟
国
の
注
意
を
喚
起
す
る
。 

第
二
十
七
条 

国
際
労
働
事
務
局
長
は
、
国
際
連
合
憲
章
第
百
二
条
の
規
定
に
従
い
、
前
諸
条
の
規
定
に
従
っ
て
登
録
し
た
全
て
の
批
准
及

び
廃
棄
の
文
書
の
完
全
な
明
細
を
、
登
録
の
た
め
国
際
連
合
事
務
総
長
に
通
知
す
る
。 

第
二
十
八
条 

理
事
会
は
、
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
条
約
の
運
用
に
関
す
る
報
告
を
総
会
に
提
出
す
る
も
の
と
し
、
ま
た
、
こ
の
条

約
の
全
部
又
は
一
部
の
改
正
に
関
す
る
問
題
を
総
会
の
議
事
日
程
に
加
え
る
こ
と
の
可
否
を
検
討
す
る
。 

第
二
十
九
条 

１
　
総
会
が
こ
の
条
約
の
全
部
又
は
一
部
を
改
正
す
る
新
た
な
条
約
を
採
択
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
新
た
な
条
約
に
別
段
の
定

め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、 

　
加
盟
国
に
よ
る
そ
の
新
た
な
改
正
条
約
の
批
准
は
、
そ
の
新
た
な
改
正
条
約
が
効
力
を
生
じ
て
い
る
こ
と
を
条
件
と
し

(a)
て
、
第
二
十
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
然
に
こ
の
条
約
の
即
時
の
廃
棄
を
伴
う
。 

　
こ
の
条
約
は
、
そ
の
新
た
な
改
正
条
約
が
効
力
を
生
ず
る
日
に
加
盟
国
に
よ
る
批
准
の
た
め
の
開
放
を
終
了
す
る
。 

(b)
２
　
こ
の
条
約
は
、
こ
れ
を
批
准
し
た
加
盟
国
で
１
の
改
正
条
約
を
批
准
し
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
い
か
な
る
場
合
に

も
、
そ
の
現
在
の
形
式
及
び
内
容
に
よ
り
引
き
続
き
効
力
を
有
す
る
。 

第
三
十
条 

こ
の
条
約
の
英
語
及
び
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
本
文
は
、
ひ
と
し
く
正
文
と
す
る
。 

 

以
上
は
、
国
際
労
働
機
関
の
総
会
が
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催
さ
れ
て
千
九
百
八
十
一
年
六
月
二
十
四
日
に
閉
会
を
宣
言
さ
れ

た
そ
の
第
六
十
七
回
会
期
に
お
い
て
、
正
当
に
採
択
し
た
条
約
の
真
正
な
本
文
で
あ
る
。 



一
五

第
二
十
九
条 

１
　
総
会
が
こ
の
条
約
の
全
部
又
は
一
部
を
改
正
す
る
新
た
な
条
約
を
採
択
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
新
た
な
条
約
に
別
段
の
定

め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、 

　
加
盟
国
に
よ
る
そ
の
新
た
な
改
正
条
約
の
批
准
は
、
そ
の
新
た
な
改
正
条
約
が
効
力
を
生
じ
て
い
る
こ
と
を
条
件
と
し

(a)
て
、
第
二
十
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
然
に
こ
の
条
約
の
即
時
の
廃
棄
を
伴
う
。 

　
こ
の
条
約
は
、
そ
の
新
た
な
改
正
条
約
が
効
力
を
生
ず
る
日
に
加
盟
国
に
よ
る
批
准
の
た
め
の
開
放
を
終
了
す
る
。 

(b)
２
　
こ
の
条
約
は
、
こ
れ
を
批
准
し
た
加
盟
国
で
１
の
改
正
条
約
を
批
准
し
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
い
か
な
る
場
合
に

も
、
そ
の
現
在
の
形
式
及
び
内
容
に
よ
り
引
き
続
き
効
力
を
有
す
る
。 

第
三
十
条 

こ
の
条
約
の
英
語
及
び
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
本
文
は
、
ひ
と
し
く
正
文
と
す
る
。 

 

以
上
は
、
国
際
労
働
機
関
の
総
会
が
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催
さ
れ
て
千
九
百
八
十
一
年
六
月
二
十
四
日
に
閉
会
を
宣
言
さ
れ

た
そ
の
第
六
十
七
回
会
期
に
お
い
て
、
正
当
に
採
択
し
た
条
約
の
真
正
な
本
文
で
あ
る
。 



一
六

 
以
上
の
証
拠
と
し
て
、
我
々
は
、
千
九
百
八
十
一
年
六
月
二
十
五
日
に
署
名
し
た
。 

 

　
総
会
議
長 

ア
リ
ウ
ヌ
・
デ
ィ
ア
ー
ニ
ュ 

　
国
際
労
働
事
務
局
長 

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ブ
ラ
ン
シ
ャ
ー
ル
　
　
　 

 


